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春春はもうすぐそこまで春はもうすぐそこまで！！
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ギョウジャニンニギョウジャニンニクク

春はもうすぐそこまで！
野田秀利さん（湧別町南兵村三区）宅の
ギョウジャニンニク
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ＪＡえんゆう広報誌

２０１5.３月号 №１9３

表紙写真：
野田秀利さん宅のギョウジャニンニク

（湧別町南兵村三区）

今月の主な記事
ＪＡえんゆう女性部第１６回通常総会

ＪＡえんゆう女性部新役員の皆さん ２～３

ギョウジャニンニク収穫始まる

「豊穣の秋を願って」

今年も玉ねぎの床伏せ作業が始まりました ４

オホーツクＪＡ女性部大会 ５

えんゆう労働保険事務組合からのお知らせ ６

普及センターより ７

理事会のあらまし

クロスワードパズル ８

読者の声

農薬講習会 ９

春の農事部懇談会開催について

いもたま作造くん １０

一
課
長
、
網
走
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

遠
軽
支
所
五
十
嵐
強
志
支
所
長
、
Ｊ
Ａ
え

ん
ゆ
う
中
川
菊
夫
代
表
理
事
組
合
長
か
ら

祝
辞
を
い
た
だ
き
、
衆
議
院
議
員
の
武
部

新
氏
か
ら
の
祝
電
が
披
露
さ
れ
た
あ
と
、

旭
地
区
の
姉
崎
久
美
子
さ
ん
と
５
の
３
地

区
の
増
田
か
つ
子
さ
ん
の
２
名
を
議
長
に

選
出
し
て
議
事
進
行
を
お
こ
な
い
、
平
成

年
度
事
業
報
告
な
ら
び
に
収
支
決
算
、

２６平
成

年
度
事
業
計
画
な
ら
び
に
収
支
予

２７

算
の
全
提
出
議
案
が
滞
り
な
く
審
議
の
上
、

満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
役
員
改
選
が
お
こ
な
わ
れ
、
再

Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
女
性
部
は
、
２
月

日
１７

に
第

回
通
常
総
会
を
Ｊ
Ａ
本
所
大
会
議

１６

室
で
部
員

名
が
出
席
し
、
各
関
係
機
関

６０

か
ら
来
賓
各
位
を
迎
え
て
開
催
し
ま
し
た
。

冒
頭
の
開
会
挨
拶
で
新
国
妙
子
女
性
部

長
は
、
昨
年
を
振
り
返
り
、
昨
今
の
Ｔ
Ｐ

Ｐ
交
渉
や
農
協
改
革
論
議
に
憂
慮
を
示
す

と
と
も
に
、
部
員
各
位
の
女
性
部
活
動
に

対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
に
感
謝
の
言
葉

を
述
べ
、
今
後
も
女
性
部
活
動
へ
の
積
極

的
な
参
加
を
お
願
い
し
た
い
と
話
し
ま
し

た
。来

賓
の
湧
別
町
農
政
林
務
課
の
山
崎
幸

様子と開会あいさつをする新国妙子部長（左下円内）

第第１６回通常総会開催第第１６１６回回通常総会開通常総会開催催第１６回通常総会開催
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第１６回ＪＡ女性部通常総会の

ＪＡえんゆう女性部

新役員の皆さん

部 長 新国 妙子 さん（生田原）（前列中央）

副部長 松浦 三代紀 さん（５の３）（前列左）

副部長 長谷川 美香 さん（屯 市）（前列右）

監 事 斉藤 さち子 さん（富 美）（後列左）

監 事 大泉 静恵 さん（４の３）（後列右）

祝辞を述べる山崎幸一湧別町
農政課長（上）、五十嵐強志
網走農業改良普及センター遠
軽支所長（中）、中川菊夫Ｊ
Ａ代表理事組合長（下）

任
さ
れ
た
新
国
部
長
を
始

め
と
す
る
新
執
行
部
が
選

出
さ
れ
、
最
後
に
新
Ｊ
Ａ
女

性
の
歌
を
出
席
者
全
員
で

唄
い
、
盛
会
の
う
ち
に
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

ＪＪＡえんゆう女性部ＪＡえんゆう女性ＪＡえんゆう女性部部ＪＡえんゆう女性部
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横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

今
年
も
春
の
山
菜「
ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
」

今
年
も
春
の
山
菜「
ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
」のの

収
穫
始
ま
り
ま
し

収
穫
始
ま
り
ま
し
たた

て
収
穫
し
、
Ｊ
Ａ
で

ｇ
パ
ッ
ク
に
詰
め

５０

ま
す
。

野
田
さ
ん
に
話
を
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、

こ
こ
数
日
で
寒
さ
が
緩
ん
だ
こ
と
で
一
気

に
伸
び
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
と
笑
顔
で

話
し
て
い
ま
し
た
。

出
荷
は
、
３
月
に
最
盛
期
を
迎
え
て
４

月
中
旬
ま
で
お
こ
な
う
予
定
で
す
。
外
は

白
銀
の
世
界
で
す
が
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

の
中
で
は
青
々
と
し
た
ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン

ニ
ク
に
、
一
足
早
い
春
の
訪
れ
を
感
じ
ま

し
た
。

湧
別
町
南
兵
村
三
区
の
野
田
秀
利
さ
ん

の
家
で
は
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
で
ギ
ョ
ウ

ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
を
栽
培
し
て
お
り
、
今
年

も
２
月
中
旬
か
ら
収
穫
作
業
が
始
ま
り
ま

し
た
。

ギ
ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
は
、
北
海
道
で

は
春
が
旬
の
山
菜
で
ア
イ
ヌ
ネ
ギ
の
俗
称

で
も
有
名
で
、
市
場
で
は
貴
重
な
山
菜
と

し
て
重
宝
さ
れ
て
い
ま
す
。

収
穫
作
業
は
、
自
然
と
同
じ
よ
う
に
落

葉
を
敷
き
詰
め
ら
れ
た
状
態
で
育
っ
た
ギ

ョ
ウ
ジ
ャ
ニ
ン
ニ
ク
を
一
本
一
本
て
い
ね

い
に
選
び
な
が
ら
、
ナ
イ
フ
で
切
り
取
っ

収穫作業する野田秀利さんと奥さんの和美さん（写真上）
収穫されたばかりのギョウジャニンニク（写真下）

の
育
苗
マ
ッ
ト
を
伏
せ
込
む
作
業
が
始
ま

り
ま
し
た
。

玉
葱
は
例
年
２
月
中
旬
か
ら
３
月
上
旬

ま
で
、
極
早
生
種
、
早
生
種
、
中
晩
生
種

の
順
に
播
種
が
お
こ
な
わ
れ
、
ビ
ニ
ー
ル

ハ
ウ
ス
に
伏
せ
込
み
し
た
後
は
、
定
期
的

に
灌
水
と
温
度
管
理
を
し
て
、
畑
に
移
植

す
る
４
月
下
旬
ま
で
大
事
に
育
て
ら
れ
て

春
を
待
ち
ま
す
。

宍
戸
さ
ん
の
家
で
は
、
今
年
、

玉
ね
ぎ
を

．
５

の
栽
培
を
予

１１

ha

定
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
、
後
継

者
の
宍
戸
宏
光
さ
ん
は
「
去
年
は
、

春
先
の
干
ば
つ
な
ど
も
あ
っ
た
が
、

良
い
出
来
秋
を
迎
え
る
こ
と
が
出

来
た
の
で
、
今
年
も
し
っ
か
り
圃

場
管
理
を
お
こ
な
っ
て
高
品
質
な

玉
ね
ぎ
を
出
荷
し
た
い
で
す
」
と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

外
の
厳
し
い
寒
さ
と
違
い
ビ
ニ

ー
ル
ハ
ウ
ス
の
中
は
暖
か
く
、
湿

り
気
を
帯
び
た
土
か
ら
ほ
の
か
に

香
る
土
の
匂
い
に
一
足
早
い
春
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

今
年
も
皆
様
方
が
豊
穣
の
秋
を

迎
え
ら
れ
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
ま
す
。

例
年
と
比
べ
る
と
い
く
ぶ
ん
早
く
冬
の

寒
さ
が
緩
み
出
し
た
２
月
中
旬
、
え
ん
ゆ

う
管
内
上
湧
別
地
区
の
玉
ね
ぎ
栽
培
農
家

で
は
、
今
年
の
玉
ね
ぎ
の
播
種
と
ビ
ニ
ー

ル
ハ
ウ
ス
に
床
伏
せ
す
る
作
業
が
始
ま
り

ま
し
た
。

今
回
、
取
材
に
う
か
が
っ
た
湧
別
町
南

兵
村
三
区
の
宍
戸
正
幸
さ
ん
の
家
で
も
２

月

日
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
に
玉
葱

２１ 豊
穣
の
秋
を
願っ

豊
穣
の
秋
を
願ってて

今
年
も
玉
ね
ぎ
の
床
伏
せ
作
業
が
始
ま
り
ま

今
年
も
玉
ね
ぎ
の
床
伏
せ
作
業
が
始
ま
り
ま
しし
たた

玉ねぎの床伏せ作業の様子
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Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
女
性
部
は
２
月
３

日
～
４
日
、
網
走
湖
荘
で
開
催
さ
れ

た
第

回
オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
女
性
部

３４

大
会
・
家
の
光
大
会
並
び
に
設
立
６０

周
年
記
念
式
典
に
部
員

名
が
参
加

３２

し
ま
し
た
。

大
会
は
、
今
年

周
年
を
迎
え
た

６０

オ
ホ
ー
ツ
ク
Ｊ
Ａ
女
性
部
協
議
会
の

記
念
式
典
の
あ
と
、
北
海
道
Ｊ
Ａ
女

性
部
協
議
会
主
催
の
海
外
視
察
研
修

や
Ｊ
Ａ
全
国
女
性
大
会
な
ど
の
報
告
、

他
Ｊ
Ａ
女
性
部
か
ら
の
組
織
活
動
体

験
発
表
、
家
の
光
記
事
活
用
体
験
発

表
が
お
こ
な
わ
れ
て
か
ら
、
全
体
懇

親
会
に
す
す
み
ま
し
た
。

例
年
、
懇
親
会
の
場
で
は
各
Ｊ
Ａ

女
性
部
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が

持
ち
回
り
で
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、

今
年
は
Ｊ
Ａ
え
ん
ゆ
う
女
性
部
が

「
白
鳥
の
湖
＆
え
ん
ゆ
う
オ
ー
ケ
ト

ス
ラ
」
を
披
露
し
、
会
場
に
い
る
皆

さ
ん
か
ら
大
き
な
拍
手
を
も
ら
う
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

二
日
目
に
は
、「
森
崎
博
之
の
あ
ぐ

り
王
国
北
海
道
」
を
始
め
、
北
海
道

を
中
心
に
活
躍
す
る
タ
レ
ン
ト
の
森

崎
博
之
さ
ん
が
「
生
き
る
こ
と
は
食

べ
る
こ
と
だ
」
の
題
目
で
講
演
が
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

森
崎
さ
ん
は
、
北
海
道
フ
ー
ド
マ

アトラクション「白鳥の湖＆えんゆうオーケストラ」を熱アトラクション「白鳥の湖＆えんゆうオーケストラ」を熱演演

オホーツクＪＡ女性部大会に参加しましオホーツクＪＡ女性部大会に参加しましたた
アトラクション「白鳥の湖＆えんゆうオーケストラ」を熱アトラクション「白鳥の湖＆えんゆうオーケストラ」を熱演演

オホーツクＪＡ女性部大会に参加しましオホーツクＪＡ女性部大会に参加しましたた
アトラクション「白鳥の湖＆えんゆうオーケストラ」を熱演

オホーツクＪＡ女性部大会に参加しました

イ
ス
タ
ー
、
ご
は
ん
ソ
ム
リ
エ
を
取

得
し
て
お
り
、
美
味
し
い
お
米
の
炊

き
方
な
ど
を
教
え
て
く
れ
た
り
、

「
あ
ぐ
り
王
国
北
海
道
」
で
オ
ホ
ー

ツ
ク
管
内
各
地
に
来
た
時
の
思
い
出

な
ど
女
性
部
員
と
の
ト
ー
ク
で
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
も
当
Ｊ
Ａ
女
性
部
か

ら
家
の
光
記
事
活
用
作
品
に
様
々
な

作
品
を
展
示
し
、「
ネ
ク
タ
イ
で
作
る

コ
サ
ー
ジ
ュ
と
ア
レ
ン
ジ
」
を
出
品

し
た
５
の
２
支
部
の
澤
口
久
美
さ
ん

が
優
秀
賞
に
入
選
し
て
表
彰
さ
れ
る

な
ど
、
有
意
義
な
う
ち
に
２
日
間
の

大
会
を
終
え
ま
し
た
。

アトラクションを披露した部員の皆さん（上）と
家の光作品展で表彰を受ける澤口久美さん（下）
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日頃より、労働保険業務に対し特段のご理解とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。

２７年度の取りまとめを下記の通り行いますので宜しくお願い申し上げます。

（労災 雇用保険）

＊２月中旬に、加入申込書・賃金報告書を委託事業主様へ送付いたしております。

労災保険に新規加入・解除及び日額変更の申込をお願いします。

申込書の提出がない場合には、前年と同様の加入可能な内容で申請します。

（新規加入・変更を４月１日より保険対象にする場合には、３月１３日までに提出して下さい！！）
＊賃金等の確定申告提出期限は、４月２８日 提出先は、共済課まで。

＊労働保険料及び事務組合手数料の納付は、７月３１日です。
（事前に登録されていますクミカン・貯金より引き落とし致します。）

雇用労働者対象の労災保険に加入している委託事業主の皆さんへ！！
労働保険料算定基礎賃金等の報告書（組様式第４号）を押印して必ず提出して下さい。

（当年度に雇用する予定が事情により雇用がなく賃金の支払がない場合でも０円で必ず報告）

（ＪＡ傷害共済）

契約期間は一年ですが、加入者ごとに加入期日が異なります。

新規加入・変更する場合には、３月１３日までに提出してください。
申込書の提出がない場合には、前年と同様の加入可能な内容で更新します。

ご存知のことと思いますが、農作業の機械化が進み、毎年度農作業中の事故が多数

発生しています。

農業は、他の産業に比べて事故リスクが高い産業になっているのが現状です。

万一の農作業事故に備えて労災保険・傷害共済に加入して下さい。

＊特に、アルバイト・使用人等雇用労働者がいる事業主は必ず労災保険に加入して

下さい。

万一の時、治療費は全額支払われますし、休業補償等も支払われます。

それ以上に、相手に対し変な気を使わせずに治療に専念してもらえます。

＊えんゆう労働保険事務組合からのお知らせ＊（担当 共済課）

『『労働保険・傷害共済の
年度更新取りまとめについて』

『労働保険・傷害共済の『労働保険・傷害共済の
年度更新取りまとめについて年度更新取りまとめについて』』

『労働保険・傷害共済の
年度更新取りまとめについて』

労労働災害保険とＪＡ傷害共済に加入してＷの保障概労働災害保険とＪＡ傷害共済に加入してＷの保労働災害保険とＪＡ傷害共済に加入してＷの保障障概概労働災害保険とＪＡ傷害共済に加入してＷの保障概
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ネ
ギ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
（
ス
リ
ッ
プ
ス
）

た
ま
ね
ぎ
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
等
の
ア

ブ
ラ
ナ
科
野
菜
で
問
題
と
な
る
害
虫
で

す
。
昨
年
の
上
湧
別
の
た
ま
ね
ぎ
畑
で

の
初
発
は
六
月
十
日
と
例
年
よ
り
か
な

り
早
く
、
発
生
量
は
多
く
推
移
し
ま
し

た
。ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
で
は
た
ま
ね
ぎ
倒
伏

期
の
七
月
下
旬
よ
り
発
生
が
見
ら
れ
、

茎
葉
が
白
く
か
す
り
状
に
食
害
さ
れ
る

事
例
も
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

ネ
ギ
ア
ザ
ミ
ウ
マ
の
発
育
速
度
は
２０

℃
の
条
件
で
は
二
〇
日
で
卵
か
ら
成
虫

に
な
り
、
高
温
条
件
で
は
発
育
が
早
ま

り
ま
す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

予
察
方
法
と
し
て
た
ま
ね
ぎ
で
は
初

期
は
芯
葉
に
か
く
れ
て
い
る
た
め
芯
葉

を
開
い
て
寄
生
が
な
い
か
確
認
を
し
て

下
さ
い
。
ま
た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
等
の
ア

ブ
ラ
ナ
科
野
菜
で
は
か
す
り
状
の
食
害

や
成
虫
の
寄
生
を
確
認
し
て
下
さ
い
。

た
ま
ね
ぎ
の
防
除
は
有
機
リ
ン
剤
を
中

心
に
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
防
除
に
努
め
ま

し
ょ
う
（
合
成
ピ
レ
ス
ロ
イ
ド
剤
に
対

し
て
抵
抗
性
の
あ
る
個
体
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
）。

防
除
例
【
有
機
リ
ン
剤
→
合
ピ
レ
剤

ま
た
は
ス
ピ
ノ
シ
ン
剤
→
有
機
リ
ン

剤
】ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
等
の
ア
ブ
ラ
ナ
科
野

菜
は
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
で
登
録
の
あ
る
薬

剤
を
選
択
し
使
用
し
て
下
さ
い
。

一
、
秋
ま
き
小
麦

近
年
、
赤
さ
び
病
・
葉
枯
症
状
の
発

生
が
見
ら
れ
ま
す
。
赤
さ
び
病
は
高
温

少
雨
で
多
発
し
ま
す
。
ま
た
、
葉
枯
症

状
は
、
紅
色
雪
腐
病
と
同
一
の
菌
で
あ

り
、
茎
数
・
穂
数
過
多
お
よ
び
過
湿
時

に
発
病
が
助
長
さ
れ
ま
す
。

防
除
対
策
は
、
止
葉
期
か
ら
の
薬
剤

散
布
が
効
果
的
で
す
。
薬
剤
の
選
択
に

あ
た
っ
て
は
、
病
害
の
種
類
に
よ
っ
て

異
な
る
こ
と
か
ら
注
意
が
必
要
で
す
。

二
、
て
ん
さ
い

て
ん
さ
い
で
最
近
発
生
が
増
え
て
い

る
い
る
の
が
「
西
部
萎
黄
病
」
で
す
。

こ
の
病
害
は
モ
モ
ア
カ
ア
ブ
ラ
ム
シ

が
媒
介
す
る
ウ
イ
ル
ス
病
で
す
。
感
染

す
る
と
葉
が
黄
色
く
な
り
、
収
量
、
糖

分
が
低
下
し
ま
す
。

・
耕
種
的
防
除
は
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
発
生

源
と
な
る
罹
病
し
た
て
ん
さ
い
他
残
渣

物
の
処
理
、
越
冬
ハ
ウ
ス
の
作
物
の
処

理
、
雑
草
の
駆
除
な
ど
で
す
。

・
薬
剤
防
除
は
定
植
前
の
育
苗
ポ
ッ
ト

潅
注
、
さ
ら
に
ほ
場
で
の
茎
葉
散
布
の

徹
底
で
す
。
罹
病
し
な
い
よ
う
に
対
策

し
ま
し
ょ
う
。

正
し
い
搾
乳
方
法
の
励
行
は
衛
生
的

乳
質
改
善
の
最
重
要
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
十
四
戸
を
調
査
し
、

乳
房
炎
の
状
況
に
よ
り
良
質
乳
出
荷
酪

農
家
と
改
善
志
向
酪
農
家
に
分
け
、
乳

房
炎
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
現
状
と
対
策
を

検
討
し
ま
し
た
。

今
回
は
内
容
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

一

過
搾
乳
を
無
く
す

過
搾
乳
は
乳
頭
口
を
痛
め
、
乳
房
炎

菌
が
侵
入
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

表
一
は
、
自
動
離
脱
ミ
ル
カ
ー
の
流

量
設
定
状
況
で
、
多
く
の
良
質
乳
酪
農

家
が
早
く
外
れ
る
設
定
に
変
更
し
て
い

ま
し
た
。

「
設
定
変
更
に
合
わ
せ
、
乳
を
早
く

下
ろ
す
の
で
乳
量
は
落
ち
ず
問
題
な
い
。

残
乳
を
見
な
が
ら
段
階
的
に
変
え
た
。」

と
の
実
際
に
変
更
さ
れ
た
方
の
言
葉
で

す
。自

動
・
手
動
に
関
わ
ら
ず
、
早
め
の

ミ
ル
カ
ー
離
脱
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

二

推
奨
さ
れ
る
搾
乳
方
法
を
確
実
に

普及センターより

畜

産

畑

作

実
施

表
二
は
推
奨
さ
れ
る
搾
乳
方
法
の
実

施
と
体
細
胞
数
の
違
い
を
み
た
も
の
で

す
。良

質
乳
酪
農
家
は
推
奨
さ
れ
る
搾
乳

方
法
の
実
施
率
が
高
く
、
実
施
・
未
実

施
が
体
細
胞
数
の
差
と
な
っ
て
現
れ
て

い
ま
す
。

三

手
元
が
明
る
い
清
拭
作
業

清
拭
作
業
時
に
手
元
が
明
る
い
と
、

乳
頭
の
汚
れ
が
発
見
が
し
や
す
く
な
り

ま
す
。

照
度
を
調
べ
て
み
る
と
、
通
路
が
明

る
い
と
手
元
（
乳

房
下
）
も
明
る
く

な
る
こ
と
が
分
か

っ
て
い
ま
す
。

照
明
器
具
の
効

果
的
な
設
置
や
、

牛
舎
内
の
石
灰
資

材
の
散
布
が
効
果

的
で
す
。

衛
生
的
乳
質
改
善
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

流量設定
ml/分

自動離脱装置
設置農家戸数

８００５戸
良質乳

酪農家（６戸）

４４５５戸
改善志向
酪農家（８戸）

表１ 自動離脱ミルカーの
流量設定状況

表２ 推奨される搾乳方法の実施と
体細胞数

乳頭口の
丁寧な清拭

１頭１布
以上

ストリップ
カップ

搾乳手袋
装着

ディッピン
グカバー率

推奨搾乳
手法

6710083100100
良質乳酪農家
実施率（％）

21.723.723.523.218.2
実施農家の

体細胞数（万/ml）

26.737.638.439.341.8
未実施農家の
体細胞数（万/ml）

−5.0−13.9−14.9−16.1−23.6
体細胞数の差
（万/ml）

※「ディッピングカバー率」は、ポストディッピング時、
乳頭の２/３以上浸漬の場合のみ、実施に区分

野

菜

○
発
生
の
多
か
っ
た
害
虫
・
今
後
注
意
が

必
要
な
害
虫

昨年の発生状況

○の中とその奥に点在して発生



理

事

会

の

あ

ら

ま

し

第
１
回
理
事
会
（
平
成

年
２
月

日
）

２７

２７

◇
報
告
事
項

１
．
決
算
棚
卸
の
結
果
に
つ
い
て

２
．
農
協
葬
の
収
支
結
果
に
つ
い
て

３
．
農
林
年
金
の
制
度
完
了
に
向
け
た
対

応
に
つ
い
て

４
．
組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

５
．
そ
の
他

◇
議

案

１
．
平
成

年
度
決
算
お
よ
び
剰
余
金
処

２６

分
（
案
）
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

２
．
平
成

年
度
資
産
自
己
査
定
結
果
に

２６

つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

３
．
外
部
出
資
の
取
得
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

４
．
第

回
通
常
総
会
の
開
催
日
時
・
場

１６
所
お
よ
び
提
出
議
案
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

５
．
学
経
理
事
と
員
外
監
事
の
推
薦
に
つ

い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

６
．
規
約
・
規
程
等
の
一
部
変
更
に
つ
い

て原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

７
．
不
良
債
権
の
処
理
方
針
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

８
．（
株
）ジ
ェ
ー
エ
ー
え
ん
ゆ
う
へ
の
貸

付
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

９
．
理
事
に
対
す
る
資
金
の
貸
付
に
つ
い

て原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

．
理
事
に
対
す
る
ク
ミ
カ
ン
貸
越
極
度

１０

額
の
設
定
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

．
出
資
金
の
一
部
譲
渡
と
減
口
に
つ
い

１１

て原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

．
農
業
信
用
基
金
協
会
に
対
す
る
特
別

１２

出
資
に
つ
い
て

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

．
固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

１３

原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た

ひざし ２０１５.３ 警

応募用紙に答え・住所・氏名を明記し、
身近な話題・変わった出来事等を書き添
えてＦＡＸにてご応募下さい。
正解者の中から抽選で毎月３名の方に、

粗品をプレゼント致します。

締め切り ３月２５日（水）

脂

タ
テ
の
カ
ギ

２

銭
湯
の
服
を
脱
ぎ
着
す
る
所

５

函
館
、
神
戸
、
長
崎
は
美
し
い
こ
と
で

有
名

７

天
ぷ
ら
を

に
付
け
て
食
べ
た

８

牛
や
馬
が
は
み
ま
す

９

電
球
を
ね
じ
込
み
ま
す

ぴ
っ
た
り
息
が
合
う
こ
と
を

の
呼

１１

吸
と
い
い
ま
す

履
き
物
を
入
れ
て
お
く
家
具

１２

た
る
に
は
め
ま
す

１４

レ
バ
ー
と
炒
め
た
り
ギ
ョ
ー
ザ
に
入
れ

１５

た
り
す
る
葉
野
菜

押
し
た
り
引
い
た
り
し
て
開
け
ま
す

１６

ぺ
ち
ゃ
く
ち
ゃ
と
楽
し
む
も
の

１７

紙

ヨ
コ
の
カ
ギ

１

漢
字
で
は
石
楠
花
、
石
南
花
な
ど
と
書

く
花

２

自
動
車
を
数
え
る
と
き
に
使
う
言
葉

３

百
聞
は

に
如（
し
）か
ず

４

火
遁（
か
と
ん
）の

を
使
う
忍
者

６

お
坊
さ
ん
が
着
ま
す

９

商
品
な
ど
を
し
ま
っ
て
お
く
建
物

伏
見

や
万
願
寺

は
ブ
ラ
ン
ド

１０

京
野
菜
に
指
定
さ
れ
て
い
る

で
す

粗
末
な
家
の
こ
と

１１

田
ん
ぼ
や
池
に
す
む
巻
き
貝

１３

和
装
の
際
の
靴
下
？

１４

体
に
は
羽
毛
が
生
え
て
い
ま
す

１６

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズズ
ルル

プ
レ
ゼ
ン
ト
付
き
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

〜応募方法〜

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

１７

９

Ｃ
３

Ｄ

７

１１

１

２

Ｂ

Ａ

４

１２５

１４

２月号の答えは「シロザケ」でした。
そろそろ春の足音が聞こえてきますね。
当選者は下記の方々です。

湧別町上富美

遠軽町向遠軽

遠軽町白滝支湧別

山口 博子 さん
菅井美枝子 さん
菊地ユリ子 さん

１０

１６

１５６
Ｅ

８

１３



軽 ひざし ２０１５.３

Ｊ
Ａ
資
材
課
は
各
地
区
で
耕
作
農
家
を

対
象
と
し
た
農
薬
講
習
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
２
月
４
日
に
は
、
上
湧
別
地
区
の

農
薬
講
習
会
を
Ｊ
Ａ
本
所
大
会
議
室
で
開

催
し
ま
し
た
。

講
習
会
で
は
、
上
湧
別
地
区
で
主
に
栽

培
し
て
い
る
玉
ね
ぎ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、

甜
菜
な
ど
を
中
心
に
ホ
ク
レ
ン
北
見
支
所
、

農
薬
メ
ー
カ
ー
の
担
当
者
か
ら
、
現
在
の

農
薬
情
勢
や
病
気
の
発
生
状
況
、
防
除
対

策
な
ど
に
つ
い
て
、
様
々
な
情
報
提
供
を

受
け
ま
し
た
。

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅
農
薬
講
習
会

農
薬
講
習
会
がが

開
催
さ
れ
ま
し

開
催
さ
れ
ま
し
たた

農薬講習会の様子

形
を
飾
り
ま
し
た
。

こ
の
ひ
な
人
形
を
片
付
け
た
ら
、
本

格
的
な
農
作
業
の
始
ま
り
で
す
。
豊
穣

の
秋
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。
ア
ド

バ
イ
ス
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

（
Ｐ
．
Ｎ

ゆ
う
の
母
よ
り
）

Ｊ
Ａ
も
皆
さ
ん
の
日
々
の
営
農
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
間
、
南
極
料
理
人
の
お
話
を
聞

く
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
の
想

像
も
つ
か
な
い
寒
い
所
の
お
話
を
聞
い

て
び
っ
く
り
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ス

℃
と
か
マ
イ
ナ
ス

℃

７０

５０

の
世
界
の
お
話
で
し
た
。
何
も
か
も

凍
っ
て
カ
チ
ン
コ
チ
ン
だ
そ
う
で
す
。

南
極
の
寒
さ
に
較
べ
た
ら
、
こ
れ
く

ら
い
の
寒
さ
は
ま
だ
ま
だ
か
も
ね
。
で

も
、
暖
か
く
な
っ
た
ら
忙
し
く
な
る
け

ど
、
春
よ
早
く
来
い
！
で
す
ね
。

（
Ｐ
．Ｎ

白
滝
の
じ
ゃ
が
い
も
お
ば
さ
ん
）

自
分
も
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
面
白
い
話
で
し
た
ね
。
寒
さ

も
緩
み
出
せ
ば
春
も
す
ぐ
そ
こ
で
す
。

皆
さ
ん
が
豊
穣
の
秋
を
迎
え
ら
れ
る
こ

と
を
Ｊ
Ａ
と
し
て
も
願
う
ば
か
り
で
す
。

読
者
の
声

昨
年
の
暮
れ
、
今
年
も
お
正
月
か
ら

大
雪
に
み
ま
わ
れ
、
今
は
雪
の
捨
て
場

が
な
い
く
ら
い
。
本
州
の
方
も
雪
が
多

く
、
吹
雪
で
屋
根
が
飛
ば
さ
れ
大
変
な

年
明
け
で
す
。
毎
日
の
寒
さ
が
身
に
し

み
ま
す
。

き
っ
と
夏
は
良
い
お
天
気
が
続
き
、

豊
作
で
あ
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
し
て
い

ま
す
。

（
匿
名
）

今
冬
は
冬
ら
し
い
と
言
え
ば
そ
の
通

り
で
す
が
、
本
当
に
雪
が
積
も
り
ま
す

ね
。
夏
は
夏
ら
し
い
天
気
に
な
り
、
豊

穣
の
秋
を
迎
え
る
こ
と
を
Ｊ
Ａ
も
願
っ

て
や
み
ま
せ
ん
。

今
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
で

年
ぶ
り
の

６０

農
協
改
革
が
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
農
協
、
農
業
が
ど
う
変
わ
る

の
か
心
配
の
今
日
こ
の
頃
で
す
。（

匿
名
）

組
合
員
の
皆
さ
ん
の
不
安
や
心
配
、

ご
も
っ
と
も
で
す
よ
ね
。
今
後
も
組
合

員
と
と
も
に
歩
む
農
協
の
姿
は
変
え
た

く
は
な
い
で
す
ね
。

寒
い
冬
で
す
。
運
動
不
足
に
な
ら
な

い
よ
う
に
無
理
の
な
い
よ
う
に
身
体
を

動
か
し
て
い
ま
す
。
皆
様
、
風
邪
を
ひ

か
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
て
下
さ
い
。

（
匿
名
）

冬
は
ど
う
し
て
も
運
動
不
足
に
な
り

が
ち
で
す
が
、
身
体
を
動
か
し
て
健
康

維
持
と
い
き
た
い
で
す
ね
。

毎
日
の
雪
降
り
に
う
ん
ざ
り
で
す
。

で
も
３
月
も
間
近
な
の
で
春
も
近
づ

い
て
い
る
よ
う
で
す
。

（
匿
名
）

今
年
は
積
雪
量
が
多
い
の
で
皆
さ
ん

大
変
か
と
思
い
ま
す
。
早
め
に
融
け
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

北
海
道
は
寒
い
な
ァ
～
、
大
雪
は
ダ

メ
よ
ダ
メ
ダ
メ
～
。

だ
け
ど
か
ま
く
ら
は
暖
か
い
ん
だ
か

ら
～
。

（
匿
名
）

雪
さ
え
な
け
れ
ば
と
は
い
つ
も
思
い

ま
す
が
、
雪
な
ら
で
は
の
遊
び
や
お
祭

り
も
あ
り
ま
す
ね
。

今
年
も
主
人
と
２
人
で
孫
の
健
や
か

な
成
長
を
願
っ
て
、
我
が
家
の
ひ
な
人
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【春季農事部懇談会日程】

春の農事部懇談会開催につい春の農事部懇談会開催についてて春春の農事部懇談会開催について春の農事部懇談会開催につい春の農事部懇談会開催についてて春の農事部懇談会開催について
例年実施しております春季農事部懇談会を下記の日程により開催いたします。

日程上、都合の悪い場合は、本所営農課もしくは各支所までご連絡お願いいたします。
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